
歴
代
最
高
ポ
イ
ン
ト

全
国
の
農
業
高
校
生
の
頂
点
に

農業ｸﾗﾌﾞ会長
佐藤陸翔

編集委員
俣平流楓、栗林舞千花

佐総高 農業クラブ発行佐総農業クラブ新聞

食
品
加
工
部
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
地
元
酒
造

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
廃
棄
酒
粕
の
有
効
利
用
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェク
ト
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
活
動
や
地
域

連
携
の
成
果
を
ま
と
め
、
10
月
の
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
熊
本
大
会
で
の
発
表
に
続
き
、
２
月
3
・
4
日

に
国
連
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「第
９
回
全
国

ユ
ー
ス
環
境
活
動
発
表
大
会
」に
中
部
地
方
代
表
と

し
て
参
加
し
、
同
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、

２
月
６
日
に
は
東
京
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
に
て
、
協
賛

企
業
・団
体
賞
を
受
賞
し
た
。

令和６年(2024年)３月３日

高
校
在
学
中
に
取
得
し
た
資

格
や
検
定
、
農
業
ク
ラ
ブ
活

動
を
点
数
化
し
て
表
彰
す
る

「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制

度
」
。
上
か
ら
、
60
ｐ
ｔ
以
上

で
「
プ
ラ
チ
ナ
」
、
45
ｐ
ｔ
以
上

で
「
ゴ
ー
ル
ド
」
、
30
ｐ
ｔ
以
上

で
「
シ
ル
バ
ー
」
と
区
分
し
て
認

定
さ
れ
る
。
全
国
農
業
高
等

学
校
長
協
会
が
主
催
し
て
い

る
が
、
窪
田
亜
里
沙
さ
ん(

Ｒ

5
年
度
農
ク
会
長)

が
、
今

年
度
最
高
・
歴
代
最
高
点
と

な
る
１
５
3
ｐ
ｔ
を
獲
得
し
、

全
国
の
農
業
高
校
生
の
頂
点

に
立
っ
た
。
最
優
秀
生
徒
・
理

事
長
賞
の
受
賞
は
、
佐
総
と

し
て
は
３
年
連
続
の
受
賞
。

ま
た
、
今
年
度
は
「
プ
ラ
チ

ナ
」
４
名
、
「
ゴ
ー
ル
ド
」
３
名
、

「
シ
ル
バ
ー
」
54
名
、
計
61
名

が
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定

を
受
け
、
学
校
と
し
て
は
２

年
ぶ
り
２
度
目
と
な
る
優
良

学
校
表
彰
も
受
賞
し
た
。

３
月
２
日
、
能
登
半
島
地
震
の
復
興

支
援
を
目
的
に
、
佐
久
商
工
会
議
所

青
年
部
、
麺
匠
佐
蔵
を
は
じ
め
、
地

域
の
企
業
・団
体
・生
産
者
と
協
力
し

て
売
上
の
全
額
を
義
援
金
と
す
る

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ー
メ
ン
」
の
販
売

行
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
の
食
材
に
、
実
習

で
生
産
し
た
豚
肉
と
鶏
卵
を
無
償
提

供
。
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農

業
ク
ラ
ブ
員
12
名
が
参
加
し
、
調

理
・接
客
・募
金
活
動
に
携
わ
っ
た
。

生徒３名が、プラチナの中でも上位の生徒に贈られる“特別表彰”を受賞

県
内
で
唯
一
「
乳
牛
」
を

飼
育
し
て
い
る
佐
総
。

近
年
の
飼
料
や
農
業
資

材
の
高
騰
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
県

内
酪
農
家
を
応
援
す
る

た
め
、
牛
乳
の
消
費
が
落

ち
込
む
冬
場
の
需
要
を

喚
起
し
よ
う
と
、
２
月
10

日
、
若
里
文
化
ホ
ー
ル

(

長
野
市)

に
て
、
食
品
加

工
部
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ

ピ
「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ミ
ル

ク
カ
ク
テ
ル
」
の
振
る
舞

い
を
行
っ
た
。
ま
た
、
２
月

22
日
に
は
、
「
ゆ
う
が
た

Ｇ
Ｅ
Ｔ
！(

生
中
継)

」
に

畜
産
部
ウ
シ
班
が
出
演

し
、
「搾
乳
対
決
」で
番
組

を
盛
り
上
げ
た
。

左から順に窪田さん(３年)、岩下さん(３年)、及川さん(3年)と上原学校長


